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働く者の連帯で
『ゆとり・豊かさ・公平な社会』を実現し、

自由で平和な世界をつくろう！

第86回 長 野 県 中
央メーデーは、5月1日

（ 金 ）9時30分より、
長野市城山公園ふれ
あい広場において約
4000名の仲間が集ま
り開催されました。

冒頭、主催者を代
表して中山実行委員長（連合長野会長）は、

「戦後７０年をはじめとする大きな節目の年
である。平和運動、震災・自然災害からの復興
などにしっかりと向き合い決して風化させな
い取り組みを継続していく。また、2015春季
生活闘争は、昨年来のうねりをさらに確実な
ものとする回答が示されている一方で、経済
好循環の成否の鍵を握る中小企業・非正規
の賃上げは厳しい闘いを余儀なくされてい
る。すべての働く仲間の底上げ・底支えを目
指すとともに、政府が推し進めようとしてい

る労働者保護ルール改悪の流れをストップ
させるため“全ての働く仲間が一丸となって
立ち上がり、行動しよう”」と挨拶がありました。

その後、来賓のあいさつに続き、東日本大
震災被災地からの特別報告として、今なお12
万人もの住民が避難生活を余儀なくされて
いる福島において、復興に向け日々汗してい
る連合福島双葉地区連合の関議長が壇上よ
り「震災から4年が経過してもなお新たな困
難・課題が起きている。震災の経験・教訓をい
かし、現場の実態を伝えていくことが被災地
で暮らす者の使命である。これからも元気・
希望・勇気を与えていただきたい。働く仲間の
連帯でがんばる！」と福島を忘れない事を声
高に訴えていただき、会場の参加者とともに
立ち向かっていくことを誓い合いました。

その他、会場では、ＹＥＳ･ＮＯアンケート、
折鶴コーナー、ネパール大地震への緊急カン
パ等にご協力をいただくとともに、大盛況と

主催者挨拶で訴える
中山実行委員長

福島の現状を報告する連合福島双葉地区連合
関　一議長

大学生より労働運動に期待するメッセージ



なった労福協の連携・協同ブースをはじめ、特別参加の大
学生を代表し信州大学の大村亮介さんプレゼンターによ
る抽選会など、多くの仲間の連帯を確かめ合うメーデーと
なりました。

最後に、情報労連の安藤篤子さん提案による「メーデー
宣言」を満場の拍手によって採択した後、中山実行委員長
による「がんばろう三唱」にて式典を終了しました。

コースを変更したデモ行進では、各組織が「平和を守り、
雇用を立て直す。みんなの安心のため、さらなる一歩を踏
み出そう！」とアピールするなど、働く者の元気を発信しま
した。

折鶴ブース～平和への祈りを込めた618羽に感謝～労福協連携・協同ブース～知って得しよう！～

ＹＥＳ・ＮＯアンケート～「働くことを軸とする安心社会」への道を切り拓こう～

デモ行進する参加者

各種メーデーイベント

ＹＥＳ・ＮＯ　アンケート結果
設　問 YES NO

労働者保護ルールを
知っている 711 1,418

消費増税で生活が苦し
くなった 1,357 142

環境に配慮した生活を
している 1,108 282

ネパール大地震緊急カンパには１２３，４０５円の善意が集結！みなさまのご協力に感謝申し上げます
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全労済長野県本部（長野県労働者共済生活協同組合）

全労済公式キャラクター

「ピットくん」

本年度より国民運動・環境委員会では、「連合長野ふれ愛資金」の寄贈先への視察を委員会と合わせて
行っており、昨年１２月の満蒙開拓平和記念館（阿智村）に続き、５月１８日に宮田村の日本聴導犬協会と伊那
市の伊那ゆいま～るを視察した。

「連合長野ふれ愛資金」寄贈先を視察

皆さんからお寄せいただいた「ふれ愛資金」は
こんなところで役立ってます！

介助犬のデモンストレーション

職場体験の中学生も一緒に記念写真 伊那ゆいま～るで有賀施設長より説明を受ける

日本聴導犬協会は捨て犬や飼い主の見つからな
い犬を活用して聴導犬・介助犬を育成して無料で貸
与している社会福祉法人で運営資金の95%は寄付
金である。

ふれ愛資金より2008・2009年度に長野県電力総
連の推薦で計66万円の物品を寄贈しているが、長
野県電力総連では女性委員会が毎年ボランティア
バザーの収益金を寄付しており、また、ＪＡＭ甲信で
も2006年より寄付金寄贈とボランティア活動を毎年
行っている。

今回の視察ではスタッフによる聴導犬・介助犬訓
練のデモンストレーションを見学したが、盲導犬と比べ
圧倒的に少ないことや育成に2年位掛かること、また
運営面の大変さも知ることができた。

伊那ゆいま～るは
長野県社会福祉事
業団の障がい者多機
能型事業所で、縫製
手芸や木工作業、企
業からの委託作業な
どを行う就労継続支
援事業と生活介護事業を行っており、2011年度に
上伊那地協の推薦で車椅子利用者の送迎用に車
椅子搬送車（スズキエブリー）を寄贈した。

上伊那地協では車椅子搬送車の寄贈を機に、加
盟組合に協力を呼び掛けて牛乳パックの回収に協
力を行っている。

国民運動・環境委員会では、8月の委員会で日本
聴導犬協会への継続的な支援方法を検討すること
にしているが、引き続き、組合員の皆さんからの貴重
なカンパ金である「ふれ愛資金」の寄贈先視察を行
い報告を行っていきたい。
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働く人の暮らしを危うくする強引な政策。食い止めるのは“今”です。
～我々の声を届け、運動の輪を広げ、世論喚起を！～

「連合長野キャラバン隊」が
県内縦断しアピール展開中！

「STOP THE 格差社会！ 暮らしの底上げ実現 キャ
ンペーン第３弾」の取組として、全国の267地協で「全国
統一行動：地域協議会キャラバン」が行われている。連
合長野では5月7日(木)朝、長野駅善光寺口で、県内全
ての地域協議会の仲間がリレーする「連合長野キャラバ
ン隊」出発の街宣行動を行いスタートした。バトンを受けた
各地域協議会では、管轄区域を街宣カーで巡り多くの
市民に訴えるとともに、街頭行動などを行い、高水･長野･
上小･佐久･松本･大北･木曽･飯田･上伊那･諏訪の順
で次 と々リレーして5月29日まで県内くまなく回る取り組み。

松本広域では、5月16日から5月20日の間、幹事会役
員および各加盟組合から延べ18名の仲間が街宣カー

の運行を担当し、連合長野の街宣カーと連合松本の街
宣カーの２台で、管内３市５村および周辺市村を巡回。
多くの皆さんへ労働法制改悪阻止と年金積立金運用
の危うさを訴えた。沿道から手を振り、グーサインで応える
方に後押しをされての運行となった。5月18日(月)夕刻、
松本駅お城口広場に松本広域関係者約30名が参集
し街頭行動を行った。道行く人々へチラシ入りティッシュ
の配布と、連合松本議長他役員ならびに推薦議員･民
主党地区役員によるリレートークで、労働時間制度や労
働者派遣制度の改悪･解雇の金銭解決導入の阻止、
年金積立金の運用のあり方等について訴えた。立ち止
まって熱心に耳を傾ける人や、ガンバレと激励の声を掛

けていただける方が多く、取り組みの重
要性を再認識した。

5月27日には「全国統一集会」が県内
全ての10地協で行われ、同時刻に東京
で開催された連合本部の集会をネット回
線で結んだ中継で、古賀会長による力
強い呼び掛けに耳を傾けた。この統一
集会を再起点として、労働法制改悪阻
止と、年金積立金の運用の在り方等に
ついて、我々働く者の声を届け、世論喚
起し「安心して働き、安心して暮らせる社
会」実現に向け、連合長野、各地域協
議会、構成組織が一丸となって取り組ん
で行くことの意思統一を確認し合った。

残業代
ゼロより
過労死ゼロ！

生涯派遣で
低賃金の“派遣
法改悪”にNO！

我々の積立てた
「年金積立金は
だれのもの？」


